
1 出力共通項目

an 398 M

メールサブジェクトには以下の項目を出力
・処理対象先頭欄のＡＷＢ番号　２０桁

2 ＭＡＷＢ番号
an 20 C

3 搬出先保税蔵置場
an 5 M

保税地域コード

4 搬出元保税蔵置場
an 5 C

保税地域コード

5 積込港

an 3 C

ＩＡＴＡ空港コー
ド

以下のいずれかの搬出区分が入力された場合は、出力しない
「Ｒ」、「Ｄ」、「Ｍ」、「Ｂ」、「Ｏ」、「Ａ」

Ｚ△△：システム外積貨物
Ｇ△△：許可済積込港が混在
※搬出区分の詳細は搬出区分欄を参照

6 トランスファーマニ
フェスト番号 an 9 C

7 搬出区分

an 1 C

スペース：通常搬出
Ｊ：自社運送
Ｔ：保税運送（仮陸揚貨物）
Ｆ：不積返送
Ｒ：保税運送（積戻し貨物）
２：トランスファー（他航空会社への移動）
Ｄ：内貨引取
Ｈ：携帯貨物
Ｍ：滅却
Ｂ：亡失
Ｏ：その他
Ａ：未通関貨物搬出（輸出申告可能航空会社保税蔵置場向
け）

8 搬出年月日
n 8 M

システム年月日を出力

9 時間外搬出表示
an 1 C

Ｏ（オー）：時間外表示

10 トラック番号
an 5 C

11 請求先
an 5 C

12 強制表示
an 1 C

Ｆ：強制表示

13
20

処理識別
an 1 C

Ｘ：処理対象外

14

*

貨物識別

an 1 C

Ａ：ＡＷＢ
Ｈ：ＨＡＷＢ
Ｌ：未ラベル貨物

15
*

ＡＷＢ番号
an 20 C

16

*

搬出個数

n 6 C

（１）入力された搬出区分、積込港により搬出可能個数を出
力
（２）一部ＵＬＤ積付けされている場合は、バラ個数を出力
※搬出区分の詳細は搬出区分欄を参照

17
*

蔵置個数
n 6 C

蔵置されている個数を出力

18

*

搬出重量

n 8 C

（１）輸出貨物情報ＤＢに登録されている搬出可能な貨物の
重量を以下の形式で出力
ＺＺＺＺＺ９．９
（２）単位はキログラム
（３）貨物の重量が０．１キログラムに満たない場合は、
０．１を出力

19
*

仕向地
an 3 C

ＩＡＴＡ空港コー
ド

輸出貨物情報ＤＢに登録されている仕向地を出力

20
*

特殊貨物記号
an 3 C

ＳＰＣ（特殊貨
物）コード

特殊貨物記号が輸出貨物情報ＤＢに登録されている場合に出
力

21

*

航空貨物代理店／混
載業

an 5 C

利用者コード （１）貨物識別が「Ａ」（ＡＷＢ）、「Ｌ」（未ラベル）の
場合は、航空貨物代理店の利用者を出力
（２）貨物識別が「Ｈ」（ＨＡＷＢ）の場合は、混載業の利
用者を出力
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22
*

別送品許可番号
an 11 C

別送品許可貨物の場合は、別送品許可番号を出力

23

*

保税蔵置場識別

an 1 C

貨物の蔵置状況を出力
Ａ：入力者の保税蔵置場に全量蔵置中
Ｂ：入力者以外の保税蔵置場に全量蔵置中
Ｍ：移動中貨物あり（システム内保税蔵置場間で運送中の貨
物が存在する）
Ｎ：全量未搬入（システム内保税蔵置場に貨物が１個も搬入
されていない）
スペース：その他

24

*

通関識別

an 1 C

貨物の通関状況を出力
Ｅ：全量通関済
スペース：全量通関済でない（一部未通関又は全量未通関）

25

*

移動禁止識別

an 1 C

貨物が移動禁止である旨を出力
Ｉ：貨物の一部または全量について、税関により差止めの旨
が登録済
スペース：その他

26

*

仮陸揚識別

an 1 C

仮陸揚貨物である旨を出力
Ｋ：突合済仮陸揚貨物
Ｔ：突合済でない仮陸揚貨物
スペース：その他

27

*

分割蔵置識別

an 1 C

貨物が複数保税蔵置場に分割して蔵置されている旨を出力
Ｐ：複数保税蔵置場に蔵置中
スペース：その他

28

*

混載識別

an 1 C

混載貨物である旨を出力
Ｃ：混載貨物（未仕立）
Ｈ：混載貨物（仕立済）
スペース：その他
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